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　大地震をはじめとする各種災害発生時の負傷者救護や平時においても事故で負傷した方や急病者の応急手

当に役立てるため、全ての役員および社員に対して公益財団法人東京救急協会「上級救命技能認定」の取得

を義務づけています。 

　加えて、同認定取得者には3年毎の更新講習を受講させ、知識と技能のブラッシュアップを図っています。 

命技能認定証の取得 救 

　当社では平成18年にISO14001環境マネジメントシステムを全社に導入し、地球環境保護活動を推進

しておりますが、昨年度は認証取得から3年経過したことに伴い、初めての更新審査を受け、当社の環境マ

ネジメントシステムが継続的に有効に機能しているとの評価を受けました。 

　また、昨年度は印刷カウント数を管理する仕組みを導入したことなどによりコピー紙の使用量を前年度比

で約30%削減することができました。 

　さらに本年度は、従来からの「電気使用量の削減」、「コピー紙使用量の削減」、「廃棄物の適正処理」およ

び「グリーン購入の推進」の4点に加え、「保管物の削減」、「作業効率の向上」を当社の新たな環境目標と

して加え、一層の省エネルギー、省資源および資源のリサイクルにチャレンジしてまいります。 

球環境問題 地 

ランティア ボ 

　毎年、使用済み切手やプリペイドカード等を集め

社会福祉法人中央区福祉協議会を通じて社会福祉団

体に寄付するとともに、中央区の「花咲く街角（草

花の植付け）」に参加し、花壇に草花の植付けやその

管理を行う地域活動を行っております。「花咲く街角」

活動は、平成22年4月に中央区の地域コミュニティ

ＦＭラジオ局である中央エフエムラジオシティでも

採り上げられ、当社社員がゲストとして日ごろの活

動を紹介いたしました。 

　また、社員のボランティア活動を支援するため、

最長で１ヶ月間の休暇が取得できるボランティア休

暇制度を整備するとともに、社外では、公益財団法

人さわやか福祉財団の法人会員となり同財団を支援

しています。 
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